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はじめに 

㈱東洋設計は本社を金沢におく北陸地方の

ローカルコンサルタントです。総合建設コンサ

ルタントとして上下水道、道路橋梁、河川砂防、

都市計画地域開発、農業･電力土木、省･新エネ

ルギー、環境・アセスメント調査、補償コンサ

ルなどの分野を対象として業務を行っていま

す。社是としては地域貢献と、風と太陽と水に

よる資源やエネルギーの創出を挙げています。 
 

風力発電業務 

 わが社が風力発電に関与することとなった

きっかけは 1991 年の M 市地域エネルギー開発

利用発電事業化可能性調査による100kW風車建

設です。平成 4年から電力会社が逆潮流有りの

系統連系を認める事に併せて通商産業省の補

助金で建設したものでした。電力会社の実証試

験機以外の商用機としては第１号機でありま

した。 

それまでも発電土木で水力発電所の調査、設計

を行ってきた事もあり、同じ発電所で水と空気

という動力源の違い程度という安易な考えも

あって取り組みを始めたともいえます。当時は

風力発電システムの特徴といえる、水はコント

ロールできるが、風はコントロールできないと

いう大きな違いにも全く考えが及ばず、今にし

て思えばとんでもないことに手を染めたと言

えないこともありません。 

今では毎年100基を越える風車の設置がなされ

ていますが、当時はわが国の風車総数がそのく

らいという時期でした。風況観測にしても

CDM(千代田ﾃﾞｰﾑｽｱﾝﾄﾞﾑｰｱ、現 E&ES)の当時の担

当者方の指導の元で始めたものでした。 

その後 1995 年からの NEDO 風力開発フイールド

テスト事業（2000 年から風力発電フイールドテ

スト事業）に風況観測、システム設計、設置運

転への関与、NEDO 風力発電システムの設計マニ

ュアルの策定を行い、主として自治体の風力発

電導入に携わってきました。フイールドテスト

事業で導入された 31 基の風車のうち 9 基の設

計、設置を行っており、その他も含めると 96

基の風車設計を手がけてきました。その他の風

力関係の業務実績は以下の通りです。 
 
業務内容 業務数  

風況調査ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ（FT） ３３  

風況調査ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ６３  

NEDOFT   （設計） ２０  

その他風車設計検討 ５６  

風車設置施工管理 １６  

風車関係技術調査（ﾅｼｮﾌﾟﾛ） ２７  

環境アセス等調査（風力） ４１  

環境アセス等調査 ５  

新エネルギービジョン策定 ２８  

省エネルギービジョン他 ２１  

エネルギー関係調査策定他 １１  
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風力発電新技術等調査 

 風力発電の導入が進むに従って様々な問題

が顕在化してくるようになりました。特に欧州

の風を対象として設計された風車のわが国へ

の適応性、その中でも台風、乱流、落雷による

影響が阻害要因とされるようになりました。

2000 年以降これらの問題に対する調査対応が

取られるようになってきました。その中でわが

社が携わることとなった３つの NEDO 委託業務

概要を以下に示します。 

 

日本型風力発電ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定 

 2005 年から 2007 年にかけて全国 7 地点で台

風（強風）、乱流の風況と風車の応力計測を同

時に行い、設計値との比較を行いました。併せ

て風洞模型実験を行い、観測結果の評価も行い

ました。取得したデータと既存観測データを総

合的に解析して「極値風速マップ」を作成しま

した。これらの結果を「日本型風力発電ガイド

ライン台風・乱流対策編」としてとりまとめま

した。同じく 2004 年から実施した「風力発電

設部への落雷対策に関する調査」の結果をもと

に「落雷リスクマップ」の作成と、実ブレード

を用いた落雷模擬試験による保護対策検を行

い、これらの結果を「日本型風力発電ガイドラ

イン落雷対策編」としてとりまとめました。 

成果は NEDO ホームページよりダウンロード可

能です。 

http://www.nedo.go.jp/library/furyokuhouk

oku/index.html 
 

 
     落雷リスクマップ 

風力発電設備への落雷対策に関する調査 

 2004 年落雷関連の情報収集、全国 4箇所の風

力発電所に実風車に落雷電流測定装置を設置

して落雷電流測定を行い、落雷マップおよび落

雷保護対策の取り纏め検討を行いました。 

 

次世代風力発電技術研究開発事（自然環境対応

技術（落雷保護対策）） 

 2008 年から全国 25 地点の風力発電所サイト

での落雷電流計測と落雷様相観測を実施しま

す。本事業は、わが国の風力発電設備導入拡大

を目的に全国規模での落雷電流計測（アーク電

流、電荷量等の計算）、落雷様相観測による雷

特性の把握、落雷特性･落雷保護対策と被害実

態との相関把握、これらを踏まえた効果的な落

雷保護対策を抽出し、高精度落雷リスクマップ

を作成すると共に、風力発電設備に対してより

効果的な落雷保護対策技術の確率を目的とし

ています。 

 

明日にむかって 

 わが社の風力に関する紹介を記してきまし

たが、現在は風力に限らず再生可能エネルギー

全般への対応を行っています。風力と並んで実

績を有するバイオマスエネルギーや小水力発

電はもちろんのこと、グループ企業である国際

航業が事業推進している太陽光発電事業（メガ

ソーラー事業）へも参画しています。 

風力発電においては近年外部要因としてのい

ろいろな問題が発生しています。これらの問題

解決を図ることはもちろんですが、地球温暖化

防止策、CO2 削減策として、もっとも実効性の

ある風力発電導入の、更なる促進に資する対応

を図って行く所存です。もちろんそれらの手法

を水平展開させて、広く再生可能エネルギー導

入に資することとなるよう日々研鑽を続けて

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


